
釧路地方気象台 防災管理官 能登美之

「釧路川標茶地区水害タイムライン試行版」完成報告及び協定式
平成30年10月5日（金）

10時00分から11時00分
標茶町役場大会議室



タイムライン試行版の運用方針

【目的】

「釧路川標茶地区水害タイムライン試行版」を運用を開始し、各機
関の対応や行動、実施の手順を確認すると共に改良改善に向けた
情報を収集する。

【実施】

標茶町では、釧路開発建設部、釧路地方気象台などの情報をトリ
ガーにタイムラインの開始（ステージの変更）を関係機関へのメール
により通知し、各機関はタイムラインに基づき防災行動を取る。

【検証】

運用結果を関係機関で振り返りを行い、対応行動やタイムラインに
基づく防災行動の問題点や課題を記録して、検証することによって、
より有効なものへ改善する。



【タイムライン開始】
【ステージ切替判断】

標茶町（町長）

釧路開発建設部
（治水課）

釧路地方気象台

タイムラインに
よる防災行動の
実施機関

・ 標茶町役場の各部署
・ 標茶消防署
・ 弟子屈警察署
・ 建設業協会
・ 陸上自衛隊
・ 町内会
・ 釧路総合振興局
（釧路建設管理部）

・ 釧路開発建設部
・ 釧路地方気象台

ML等による意志
決定事項の周知

意思決定に関する
情報（河川水位、気
象情報）の提供

釧路川標茶地区水害タイムライン運用イメージ

ML等による防
災情報の提供

防災行動における
情報のやり取り



タイムライ
ンの改善
サイクル

P（計画）
「タイムラインの作成」

D（実施）
「タイムラインの発動・

実施」

C（評価）
「タイムラインの評価・検

証」

A（改善）
「タイムラインの改善・

見直し」

必要に応じて検討会
の設置や災害シナリ

オの追加

関係機関の共同
した防災対応の
振り返り

標茶町地域防災
計画とのリンク

実施機関による
確実な防災行動

や訓練

タイムラインの検証と改善


